
 

 

 

不登校と社交不安症に関する研究 

 

１．研究の対象 

2025年 5月〜2026年 7月に不登校で当院を受診された方 

 

２．研究目的・方法 

目的：不登校により児童精神科外来を受診され社交不安症と診断された方の状態の特徴や、治

療経過・効果を明らかにすること 

方法：2025年 5月〜2026年 7月に不登校で受診された方のカルテから情報を抽出し、デ

ータを解析する。 

研究期間：研究機関の長の実施許可日～2028 年 3 月 31 日 

利用又は提供を開始する予定日：2028 年 3 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：年齢、性別、主訴、診断（DSM-5-TR）、小児科受診歴、スクールカウンセラー相

談歴、通級・支援級利用、不登校歴、初診日、入院形態、入院回数、入院日数、薬物療法

の種類・量、心理療法の有無、心理検査 

４．外部への試料・情報の提供 

本研究では、外来で取得された診療情報を使用します。これらの情報は、個人が特定

されないように加工（氏名や住所などの情報を削除）した上で、研究代表機関と分担

機関(みくりやこどもココカラクリニック)へ提供されます。提供の際には、パスワードを設定

した電子ファイルとして作成し、セキュリティが確保された方法（パスワード付きフ

ァイルの送付等）により送付します。 

また、外部へのデータの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。

対応表は、各医療施設の研究責任者が保管・管理します。 

 

 

５．研究組織 

（利用する者の範囲） 

みくりやこどもココカラクリニック  加藤康彦 

天⻯病院⼦どものこころのケアセンター 藤田梓 

クリニックカラフル 櫻井 類 

大阪大学 大学院医学系研究科保健学専攻（研究代表機関）  加藤有花 

 

 



 

 

 

６．お問い合わせ先 

 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出くだ

さい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

 

研究責任者：院長 櫻井類 

 

研究代表者： 

大阪大学大学院 医学系研究科 保健学専攻  

看護実践開発科学講座 精神保健看護学研究室  加藤有花 

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘1-7 

06-6879-2547 

ykimura@sahs.med.osaka-u.ac.jp 

 


